
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夢をつかもう  



 

はじめに

家庭学習で  「 自 ら学 ぶ力 」 を育てましょう。

小中学校の学習は、将来社会人として自立するための基礎となるものです。特に「聞くこと」

「話すこと」「書くこと」「計算すること」は、欠かすことができない「生きるための力」の一つです。

学校では、この生きる力の基となる基礎学力を高めるために日々努力していますが、家庭と連

携することで、さらにその力は何倍にも高められます。つまり、家庭学習の習慣化が子どもの「生

きる力」を高めるのです。 

この家庭学習のてびきを活用し、家庭学習の習慣化を進めていきましょう。

 よりよく生きるために学力は大切です。 夢を実現するために、学習内容がもっと分かるよう

になりたいと、どんな人でも願っているはずです。学校での学習と家庭での学習は、どちらもと

ても大切なのです。全国で行われている調査によると、家庭学習をきちんとする子どもの学力

は高いことが分かっています。確かな学力を身に付けるためには、家庭学習が欠かせません。 

 つくばみらい市教育振興基本計画では、自分の可能性に挑戦する学力を育てることを提唱し

ています。子どもに確かな学力を身に付けさせることは、学校教育の最重要課題であります。

「家庭学習のてびき」を活用して、確かな学力を身に付けていきましょう。  
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 家庭学習は、学校で学習したことをしっかりと身に付けるために、 

また、自ら学ぶ習慣を身に付けるためにとても大切です。  

小学校のうちに机に向かう習慣を身に付けさせましょう。 

１ 家庭学習のすすめ方

２ 時間のめやす

学習時間の例 ( 学年×１０分＋１０分 )

【小学生】 １年生…２０分以上  ２年生…３０分以上   ３年生…４０分以上

４年生…５０分以上  ５年生…６０分以上 ６年生…７０分以上

【中学生】 １年生…８０分以上  ２年生…９０分以上   ３年生…１００分以上

３ 家庭学習における保護者の役割 
(1) 学習時間の確保

塾、習いごと、部活動、スポーツなど、お子さんもいろいろと忙しいと思いますが、短い時間でも「必ず机

に向かう」習慣を身に付けさせましょう。 「何時から何時まで学習する」ということを、家庭でよく話し合っ

て、無理のないように時間を設定してください。

(2) 学ぶための環境づくり

例えば、テレビをつけながら学習しても、効果はあがりません。お子さんが落ち

着いた環境で学習できるように、各家庭で工夫したり話し合ったりしてください。

(3) 見届け・励まし
お子さまが学習したことにできるだけ目を通し、声をかける。褒めたり

励ましたりしてあげることで、お子さまはどんどんやる気を出します。

A 週に１回は、コメントを書いてあげたり、 スタンプを押してあげるなどの 

あ 見守りをお願いします。また、お子さまの様子を把握しながら、できるだけ  

一緒に取り組んでくださるようお願いします。    

(4) 学校との連携

お子さまの学習について、 疑問に思ったことがありましたら担任まで

お知らせください。

○ 担任から出る 「 宿題 」 を最初に取り組む。

○ 児童生徒の 「 家庭学習のてびき 」 の中から選んでやる。 ( ５ ･ ６年生には自分で考えさせてもよい。 )

○ 自分が決めた学習や、読書やお絵かきなど、必ず机に向かうという習慣を大事にする。

○ 学習が終わったら 、次の日の準備をする。

※ 上記のように、各学校では指導していますので、ご家庭でも声かけをお願いします。
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